
心を揺さ振る匂い 101

〈教育セミナー〉
アクセサリーオーガンとオーラルケアの香粧品学～エチケットのサイエンス～

心を揺さ振る匂い
篠原一之

Scents Affecting Emotions

Kazuyuki SHINOHARA

Abstract
Among primates in general, pheromones are of variable importance to social communication. Data on human have gen-

erated the greatest controversy regarding the existence of pheromonal communication. In this review, chemical communica-
tions in humans are summarized in chronological order and are discussed in the point of pheromonal communications. From 
prenatal periods, humans started to communicate via various odors. “The taste of mother’s home cooking” is established dur-
ing prenatal and neonatal periods via odors of amniotic fluid and mother’s milk from mothers’ digestion. On the first day of 
birth, pheromones in breast’s milk make neonates approach to nipples. Mothers discriminate their own infants by body odors 
on the day of delivery. Olfactory signals are indispensable to communication between mothers and children before and after 
birth. The scents of women in the lactation period make nullparous women more reproductive. In addition to motherhood, ol-
factory information plays an important role in reproductive function of women. It is interesting that even after reproductive 
period, women release scents, which ease depressive mood of children.
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緒　　　言

ヒトとヒトのコミュニケーションに用いられる情報と
して，視覚情報，聴覚情報の研究は多いが，嗅覚情報に
関する研究は少ない。それは，ヒトの嗅覚情報によるコ
ミュニケーションが，しばしば意識下で行われるからで
ある。それゆえ，現象自体が見いだされておらず，研究
の対象とされづらかったのである。
ヒト以外の動物では嗅覚情報によるコミュニケーショ
ンの研究は古くから行われていた。KarlsonとLüsher1）

が昆虫の研究からフェロモン（動物個体から放出され，
同種他個体に“特異的な反応”を引き起こす化学物質）
の概念を導入して以来，急速に研究は進み，物質が同定
されるに至っている。
それを受け，ヒトを対象とした嗅覚情報によるコミュ

ニケーションの研究も緩徐ではあるが，確実に知見が蓄
積されつつある。そこで，ヒトの一生という時間軸で嗅
覚情報によるコミュニケーションについて概説してみた
い。

1.　胎　児　期

従来は，胎児の行動は，すべて「胎動」と一括され，

胎児が具体的にどの部位をどのように動かしているのか
が明らかにされていなかった。また，「胎動」は妊婦の
申告によることが多く，研究結果が主観的であるという
指摘をゆがめなかった。ところが，最近，3D, 4Dエ
コーが産科領域にもたらされ，胎児の行動が詳しく解析
できるようになり，さらには表情も解析できるように
なった。
われわれは，妊娠7ヵ月の妊婦を対象に「喜び」と

「悲しみ」の感情を惹起させ，その感情が胎児の行動に
どのような効果をもたらすかを調べた 2）。感情の惹起は
フィルム法を用い，胎児の行動は，上肢，下肢，体幹，
頭部の各部位の単位時間における運動回数を測定し，表
情も評価した。
その結果，母親の情動は胎児の上肢の運動回数と相関
することがわかった。以上のことから，母親の情動は何
らかの形で胎児に伝わることがわかった。
妊娠7ヵ月になると，胎児の嗅覚システムはほぼ完成

している 3）。母親が好んで食べる食事の匂いは血流を介
して，羊水に移行する。そして，匂いと糖分の条件学習
によって，“お袋の味”が確立される。

Schaal et al.は，妊娠期にアニス風味の食事を摂った
母親と摂らなかった母親の新生児（生後1～4日）にア
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